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「内航大型長距離フェリーへの空気潤滑装置搭載による省エネ実証事業」
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事業の概要
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内航大型長距離フェリーへの空気潤滑装置搭載による省エネ実証事業
申請者
新日本海フェリー株式会社

１ 補助事業対象船
船 種 ： 旅客船兼自動車渡船 「あかしあ」（大型長距離フェリー）

H16年6月就航、 三菱重工業 長崎造船所建造

主寸法 ： 全長 約224.82m, 垂線間長208m, 幅26m, 深さ 10m

総トン数 ： 16,810トン

就航航路 ： 舞鶴－小樽

２ 事業目的
大型長距離高速フェリーへの空気潤滑装置適用（超やせ形高速船への初適用）

既存船への初搭載する事で、既存船省エネソリューションの可能性を拡大

運航支援システムのモニタリング機能活用による空気潤滑装置の効率的運用

併設する運航支援システムによる空気潤滑装置運転支援の実現

→ 就航船の運航燃料消費削減
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３ 装置の配置（技術構成）

空気潤滑装置

運航支援システム

ブロアユニット

空気潤滑制御盤

吹き出しチャンバー



申請者
○○○○、○○○○

搭載装置の概要
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ブロア
制御盤

空気潤滑
制御盤

運航支援
システム

遠隔
操作盤 船内

通信

ブロア

エアクーラー

空気吹き出し
チャンバー

船底外板

遠隔操作弁

電動モータ－

装置構成は極めてシンプル
ブロア、吹き出し口、制御装置、配管等

単体機器にも省エネ効率化を追求
高効率ブロア
最適風量制御機能
吹き出しチャンバーの最適配置

空気潤滑装置
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運航支援システム

弊社運航ニーズにあったカスタマイズ

運航者のニーズ、航路環境、運航形態に合わせカスタマイズ可能



事業スケジュール
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項目 補助対象 概要 H25年度 H26年度

改造工事
仕様検討契約

○ 工事仕様詳細確定
契約（11月）

機器発注
○ 機器発注

設計
○
○

詳細設計
工事計画

改造工事
○
○

空気潤滑装置
運航支援ｼｽﾃﾑ （1月）

検証
○
―

検証運航
国へ報告

：実績

ｼｽﾃﾑのｶｽﾀﾏｲｽﾞ

機器購入も含め短い準備期間での設計検討、搭載工事を実現
外板切替え、大型機器搬入事の大がかりな工事にも関わらず短工期完工
約１年間省エネ検証期間を確保



事業実施状況
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空気潤滑装置（工事および完成写真 抜粋）

吹き出し部船体切り替え工事 ブロアおよび制御盤据付完了 岸壁での運転試験

空気潤滑 “ＯＦＦ” 状態での航跡 空気潤滑 “ＯＮ” 状態での航跡



事業実施状況
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運航支援システム（設置状態）

運航支援システム モニタ

運航計画と実績を可視化し、過去の
運航データを利用した分析機能を追加

ｼｽﾃﾑのｶｽﾀﾏｲｽﾞ

通過点間の主機出力/ポッド出力の
計画値と実績値の推移

時間毎の燃料消費予想と実績の推移

通過点における推奨船速／実績の推
移と通過予想時刻との差分表示

波高と燃料消費のデータ分布図

運航支援システム 本体



エネルギー消費削減率・CO2排出削減率の検証(1/2)
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１．検証方法

 搭載工事実施前後の燃料消費を比較し1航海
当たりの燃料削減率を検証。
（対象期間：H26年3月～H27年2月）

 燃料消費量の比較データとして、本船機関部
にて記録保管されているデータ（右表）を使用。

 検証した平成26年と同一航路・航海時間にて
本船が運航された平成24年を比較対象年とし
た。
大しけでの航海、ダイヤ挽回航海の影響等を
除外するため、運航記録を基にデータを絞りこ
み検証。（航海時間、航海平均出力データにて
絞り込み）

 空気潤滑運転の効果傾向把握の為、発停
（ON/OFF)運転を実施。



エネルギー消費削減率・CO2排出削減率の検証(2/2)
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2．検証結果

 空気潤滑効果により装置搭載後の航海
出力域が低出力側に多く分布されている
ことを確認 （右上図）。

 空気潤滑装置のON/OFFデータ分析結
果より空気潤滑効果により出力の低減、
船速増加傾向を確認（右下図）。

 本事業の成果は以下の通り。
・エネルギー消費削減率：1.8％（1年換算）
・空気潤滑装置稼動による
燃料消費削減量：2.3ＫＬ/航海
・空気潤滑装置稼動航海数：207航海
・年間燃料消費削減量：476KL

 年間の燃費を約3,400万円削減
（平成26年度実績）



補足 運航支援システムの空気潤滑運転への活用成果
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運航支援システム（空気潤滑効果への気象海象影響評価）

本年度事業目標である運航支援システムのカスタマイズ機能を活用し、空気潤滑効果への
海象影響評価として波高と燃料消費の関係を実績分布により評価

ある航海期間において空気潤滑
装置の運転・停止を１時間おきに
繰り返し実施

波高3m程度までであれば、空気

潤滑による燃料消費の低下傾向
が確認された
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御清聴ありがとうございました。


